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京
大
植
物
園
は
八
十
年
に
わ

た
り
．、
生
態
植
物
園
と
し
て
維

持
さ
れ
て
き
た
。
植
物
の
み
な

ら
ず
、
昆
虫
や
生
態
系
の
研
究

な
ど
で
理
学
研
究
科
以
外
の
研

究
者
も
多
く
利
用
し
て
い
る
。

植
物
園
で
は
、
二
〇
〇

一
年

頃
か
ら
当
時
の
管
理
主
体
で

あ

っ
た
植
物
学
教
室
に
よ
り
樹

木
伐
採
、
除
草
剤
散
布
な
ど
の

措
置
が
続
い
て
い
た
。
〇
二
年

十
月
か
ら
翌
年

一
月
に
か
け
て

の
樹
木
約
二
十
本
の
伐
採
に
及

ん
で
、
京
大
関
係
者
等
有
志
に

よ
る

「
植
物
園
を
考
え
る
会
」

（代
表
は
京
大
名
誉
教
授
河
野

昭

一
氏
と
川
那
部
浩
哉
氏
）
が

結
成
さ
れ
、
植
物
学
教
室
の
措

置
に
反
対
し
た
。

〇
三
年
八
月
に
は
植
物
学
教

室
か
ら
理
学
研
究
科
に
植
物
園

の
管
理
主
体
が
移
さ
れ
、
研
究

科
全
体
か
ら
教
員
が
参
加
す
る

「
植
物
園
管
理
運
営
委
員
会
」

（
注
三
）
が
発
足
し
た
。

運
営
委
員
会
の
発
足
後
、
利

用
申
請
手
続
き
の
変
更
や
土
日

の
施
錠
な
ど
、
植
物
園
の
管
理

形
態
は
変
化
し
た
。
そ
れ
ま
で

利
用
届
を
植
物
学
教
室
に
提
出

す
れ
ば
原
則
的
に
誰
で
も
利
用

で
き
た
が
、
現
在
利
用
申
請
書

に
利
用
日
時
や
目
的
に
加
え
、

京
大
内
の
教
員
を
指
導
教
員
あ

る
い
は
紹
介
者
と
し
て
記
入
し

委
員
会
に
提
出
、
委
員
会
が
利

用
の
可
否
を
決
め
る
。

今
回
、
利
用
申
請
手
続
き
の

変
更
や
申
請
案
件
の
却
下
に
つ

利
用
者
ら
が

総
長
に
意
見
書

理
学
研
究
科
附
属
植
物
園
を
巡
り
、
複
数
の
利
用
者
が
尾
池
和
夫
総
長
に
意
見
書
を
提
出
し

て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
前
の
管
理
主
体
で
あ

っ
た
植
物
学
教
室
や
植
物
園
管

理
運
営
委
員
会
の
運
営
方
針
に
よ

っ
て
研
究
に
支
障
を
来
た
し
た
こ
と
や
植
物
園
観
察
会
の
休

日
開
催
が
不
許
可
に
終
わ

っ
た
こ
と
な
ど
を
総
長
に
知
ら
せ
、
事
態
の
打
開
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
。

一
方
、
運
営
委
員
会
は
、
そ
の
運
営
方
針
に
批
判
的
な
本
紙
七
月

一
日
号
掲
載
の
河

野
昭

一
京
大
名
誉
教
授
に
よ
る
寄
稿

（
注

一
）
に
対
す
る
意
見
文
を
、
十
月
二
十

一
日
付
け
で

理
学
研
究
科
植
物
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

い
て
委
員
会
の
説
明
を
不
十
分

と
し
て
き
た
利
用
者
が
、
総
長

に
意
見
書
を
提
出
し
た
か
た
ち

だ
。こ

れ
を
受
け
、
尾
池
総
長
は

本
紙
の
取
材
に
、
植
物
園
問
題

に
つ
い
て
の
見
解
を
語

っ
た
。

意
見
書
に
つ
い
て
は
、
総
長

宛
の
文
書

一
つ

一
つ
に
返
答
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
上

で
、
自
ら
研
究
科
に
介
入
す
る

意
思
は
な
い
と
話
す
。
法
人
化

後
の
大
学
は
、
総
長
の
自
由
裁

量
権
が
強
ま
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
尾
池
総
長
は

「
部
局
の
自

治
は
重
要
。
総
長
就
任
の
際
に

私
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
行
く
と
言

っ

た
し
、
そ
れ
を
守

っ
て
い
く
」

と
語

っ
た
。

そ
の
上
で
総
長
は
、
法
人
化

を
受
け
大
学
の
研
究
施
設

・
設

備
は
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ

う
な
研
究
教
育
を
行
う
の
か
を

中
期
計
画

・
目
標
に
明
記
し
な

け
れ
ば
、
研
究
施
設
と
し
て
扱

わ
れ
ず
予
算
も

つ
か
な
い
と

し
、
「
こ
の
植
物
園
は
研
究
の

た
め
に
大
変
貴
重
な
施
設
で
あ

る
。
植
物
園
を
北
部
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
る

か
、
ど
の
よ
う
な
形
で
中
期
目

標

。
計
画
に
明
記
す
る
か
と
い

う
視
点
を
理
学
研
究
科
が
持
つ

べ
き
で
あ
り
、
植
物
園
を
考
え

る
会
も
そ
の
視
点
を
持

っ
て
理

学
研
究
科
に
働
き
か
け
る
べ
き

で
は
」
と
話
す
。

一
方
、
十
月
に
理
学
研
究
科

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
た
委
員
会
に

よ
る
意
見
文
に
は
、
河
野
氏
の

寄
稿
に
つ
い
て

「
事
実
の
誤
認

と
無
視
が
あ
り
、　
一
方
的
な
意

見
の
誇
大
な
宣
伝
に
な

っ
て
い

る
」
と
し
た
上
で
運
営
方
針
を

表
明
。
〇

一
年
の
伐
採
は
農
学

研
究
科
の
要
請
と
落
ち
葉
に
対

す
る
市
民
の
苦
情
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
で
あ
り
、
伐
採
対
象

も
利
用
す
る
研
究
者
と
の
協
議

と
合
意
を
経
た
上
で
選
定
、
園

内
の
研
究
に
支
障
が
な
い
こ
と

も
確
認
し
た
と
し
、
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
フ
ィ
ー
ル

ド
系
の
研
究
者
な
ど
植
物
園
運

営
に
あ
た
る
に
十
分
人
材
が
選

ば
れ

「
専
門
分
野
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な

っ
て
い
て
も
、
広
い
領
域

分
野
に
つ
い
て
正
し
い
判
断
を

す
る
能
力
を
持

っ
て
い
る
」
と

し
て
い
る
。

（
注

一
）
河
野
氏
の
寄
稿

「
京

大
植
物
園
問
題
に
み
る
価
値
観

の
退
廃
」
の
概
要
は
、
京
大
植

物
園
が
単
な
る
栽
培

・
管
理
の

行
き
届
い
た
　
栽
培
園
　
で
は

な
く
、
生
態
植
物
園
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
樹
木
伐
採
や

除
草
剤
散
布
は
全
体
的
な
生
態

系
を
大
き
く
変
動
さ
せ
る
禁
じ

手
だ
と
し
た
上
で
、
委
員
会
が

運
営
方
針
に
対
す
る
意
見
や
疑

間
に
対
応
し
な
い
こ
と
を
批
判

す
る
も
の
。

（
注
二
）
今
年
度
の
メ
ン
バ
ー

は
岡
田
清
孝
教
授

（委
員
長

・

植
物
学
教
室
）
、
曽
田
貞
滋
助

教
授

（副
委
員
長

・
動
物
学
教

室
）
、
戸
部
博
教
授

（
植
物
学

教
室
）
、
北
村
雅
夫
教
授

（
地

質
学
鉱
物
学
教
室
）
、
七
田
芳

則
教
授
（生
物
物
理
学
教
室
）
、

片
山

一
道
教
授

（
動
物
学
教

室
）
、
河
野
明
教
授

（数
学
教

室
）
。


